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第51回　奥羽大学歯学会例会講演抄録

(平成23年6月11日)

一　般　講　演

　 2)Function　 Regulator皿 治療 における顎顔面

　　　部の軟組織弾力性

　　　　　　　 ○安達理紗1,大植一樹2,福井和徳1,2

　　　　　　　　 (奥羽大 ・大学院・顎顔面口腔矯正1,

　　　　　　　　　　　　奥羽大 ・歯・成長発育歯2)

【目　 的】 Ⅲ級不正咬合者の顎顔面部軟組織弾力

性 を明 らかに し,機 能分析評価の指標 とすること

を目的 とした。

【対　象】奥羽大学歯学部附属病院矯正歯科 を受

診 し診断を受 けた患者の うち,1級 不正咬合者

10名 およびⅢ級不正咬合者13名 とした。被験者

の選択 は,叢 生が軽度,overbiteが+2～3mm,歯

列 弓形態 が左右対称 で上下顎正 中線の偏位 は

2mm以 内,第 三大臼歯 を除いて欠損歯が認め ら

れない,過 度の修復物が認められない,矯 正歯科

治療の経験がない,顎 関節症状の既往がない,皮

膚疾患の既往がない,思 春期成長前のものとし,

1級 群 はoverjetが+1～2mmと し,Ⅲ 級群 は,

overjetがOmm以 下のものとした。

【方　法】顎顔面部における軟組織弾力性 を,軟

組織弾力測定装置であるCutometer(Courage+

Khazaka社 製MPA580)を 用い矯正歯科診療室

において自然頭位で測定 した。顎顔面の計測部位

は,Martinの 身体 計測点 を参考に し,① 上唇点,

②③左右鼻翼点 と口角結節点の中点,④ ⑤左右口
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角結節点,⑥ 下唇点⑦ 軟組織 ポ ゴニ オ ンに設定 し,

咬 頭嵌合位 にお ける口唇閉鎖 時の軟組織 弾力性 を

計測 した。1級 群 に おいて は,初 回検 査 時(T1),

1年 経 過時(T2)に 計 測 を行 った。 Ⅲ級 群 に お

いて は,初 回検査 時(T1),　 Function　 RegulatorⅢ

適 用1年 後(T2)に 計 測 を行 った。1級 群,Ⅲ 級群,

群 問 の統 計学 的 解析 にはMann-WhitneyU-test

を用 い た。 それ ぞれ1級 群,Ⅲ 級群,群 内での統

計学的解析 にはWilcoxon　 t-testを 用 いた。

【結　 果】 Ⅲ級群T1で は1級 群 と比較 し,上 唇点,

軟 組織 ポゴニ オ ン点で弾 力性 が低 い こ とを認 めた

(p<0.01)。 Ⅲ 級 群T2で は Ⅲ級 群T1と 比 較 し上

唇点,軟 組 織 ポゴニオ ン点 で弾 力性 が高 い ことを

認めた(p<0.01)。

【結　論 】 Ⅲ級 不正 咬合 者 にFunction　 Regulator

Ⅲの 適用 で顎顔 面軟 組織 の機能 改善 が認め られ た

ことか ら,軟 組織 弾力性 を測定 す る意 義が示 され

た。
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